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私は今年度から学生ボランティアとして、タ
イ出身の中学 1年生に学習支援をおこなってい
ます。大学の授業を通して外国人児童生徒や教
育現場に関心を持ったことがきっかけで、母校
である鹿沼市にある中学校に派遣されることに
なりました。
小学校高学年のときにタイから日本へやって
きたＡさん。明るく元気な性格で、新しい日本
語を覚えると積極的に使ってくる、勉強熱心な
女の子です。日本語の日常会話は問題ないもの
の、中学校の授業を理解するのにはとても苦労
していました。
主な支援内容は、日本語の勉強として毎日書
いている日記の添削、小学校国語の教科書を使っ
た日本語学習、普段の生活の様子などを話す自
由会話です。支援を始めた当初は、希望してい
たボランティアに携われるという嬉しさがある
反面、タイ語も理解できず教員志望でもない私
に何ができるのだろう、という漠然とした不安
を抱えていました。また、Ａさんの一番の課題
である授業内容の理解を、直接的には手伝えな
いことにもどかしさも感じていました。
しかし支援を始めて 1か月ほど経った頃、自
夏休みの学習支援という貴重な体験を通して、
私は子どもに分かりやすく勉強を教える難しさ、
母語が違う子ども達とのコミュニケーションの
難しさを再認識しました。また、「AMAUTA」
を運営するお母さん方は、私たちが学生である
にも関わらず「来てくれて本当にありがとう」
ととても感謝してくれたことが印象的でした。
子どもの日本での学習について真剣に考えてい
分のボランティアに手ごたえを感じる出来事が
ありました。自由会話のときに私が大学生活の
話をすると、Ａさんがどんどん質問をするよう
になったのです。そこで私は、大学生活の楽し
さや授業のおもしろさ、大学で学ぶために中学
や高校で頑張って勉強した経験を話しました。
するとＡさんは、「私も大学で勉強したい」「英
語も好きだから、3 か国語が使えるようになり
たい」「語学を活かした仕事をしていろんな国
に行ってみたい」と、自分の将来の話をしてく
れるようになりました。「そのために頑張って高
校に行きたい」。その言葉を聞いたとき、私は自
分の支援の意味を強く感じることができました。
直接的な学習支援に限界があっても、Ａさんが
自分の将来に希望や可能性を見出し、学習意欲
を高めるきっかけを作る。これもひとつの支援
の形だと感じています。
中学生は勉強や人間関係、そして自分の将来
のことなど、悩みや不安が多い時期だと思いま
す。まして母国を離れ、新たな環境で生活する
子どもが抱える問題はなおさら大きいものです。
学生ボランティアの活動が、そうした子どもた
ちのひとつの支えになれればと思うと同時に、
る保護者の気持ちが、ひしひしと伝わってきま
した。
今回「AMAUTA」学習支援に参加したことで、
私は外国人児童生徒の問題をより深く考えたい
と改めて思いました。そのために、これからも
HANDS の活動に積極的に参加し、学生ができ
る支援をたくさん実践したいと思います。
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Ⅰ．まえがき
昨年度（2013 年度）、留学生の卒業論文指導を
担当し、外国人児童生徒教育問題に関していく
つか新たな知見を得ることができた。得られた
知見は、HANDS プロジェクトにとっても無関
係ではないと思われるので、ここに書き留める
とともに皆さんにお知らせしたい。
卒業論文を作成した学生さんは、中国・大連
からの留学生で、ハンズ・プロジェクトの活動
にも学習支援ボランティアとして3年間かかわっ
てくれた。この学習支援ボランティアの経験か
ら、卒業論文のテーマを「中国語を母語とする
外国人の日本の学校教育への適応に関する事例
研究」と定め、調査活動に取り組んだ。
論文では、さまざまな理由で来日し、その後、
日本に長期滞在し、日本の学校に通い、日本で
大学まで進学したり、就職することができた方々
にインタビューを行い、学校教育への適応の過
程において遭遇した問題と、その問題克服の方
法を明らかにしようとした。
この論文は日本の学校教育への適応の成功例
を検討しようとするものであり、事例を見つけ
出すのに苦労したが、幸い 4 人の方にインタ
ビューをすることができた。インタビューには、
私も同席し、いくつか質問をさせていただき、
私なりに理解を深めようとした。
以下では、インタビューした 4人のうち、2人
私自身もそれを目指して支援を続けていきたい
と考えています。
国籍に関係なく、子どもたちが夢を持ち、夢
について、特にこちらが予想していなかった事
項について記す。
Ⅱ．宇都宮市・「かがやきルーム」の役割
昨年度、宇都宮市内の小学校高学年に通学し
ていたA君とその保護者にインタビューをした
際、宇都宮市が独自に設置している特別支援教
室「かがやきルーム」が意外な役割を果たして
いることに気づいた。
A君は、日本で生まれたが、保護者の都合に
より、幼少時に中国と日本を行き来し、数年前
から宇都宮市内に在住し、市内の小学校に通学
していた。しかし、幼少時に中国と日本を行き
来したため、日本語も中国語も十分に習得する
ことができず、学校での生活にも困難を感じて
いた。授業の内容がわからず、友人もいなくて
困っていたと話してくれた。また、こうした状
況にあったためか、学校内でいじめられたこと
もあったという。しかし、学習支援ボランティ
アとして中国語を母語とする宇都宮大学の学生
が学校に来てくれ、話を聞いてくれるようにな
り、状況が変わり始めたという。
困難克服の過程において有意義であったもの
として、A君は、宇都宮市が設置する「かがや
きルーム」をあげてくれた。A君は次のように
話してくれた。
「宇都宮市教育センターから週一回に日本語を
の実現に向けて努力できる環境づくりが何より
大切だと、ボランティア活動を通して強く感じ
ました。
宇都宮大学教育学部准教授 丸 山　 剛史
宇都宮市「かがやきルーム」のこと、
私立長門高等学校就学科のこと
